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要約 

 カシナガの生活環温度条件と越冬耐性条件を基にナラ枯れ被害ハザードマップを作成した。ま

た、両条件を統合したハザードマップも作成した。その結果、危険度が「極めて高い」または「非

常に高い」地域として、「深浦町からつがる市にかけての日本海沿岸部及び津軽平野のつがる市域」

などの 8 地域が抽出された。統合版ハザードマップの危険度は青森県内で発生している継続的な

ナラ枯れ被害の被害動態と適合している可能性が高いため、今後の被害対策に有効活用できるも

のと思われた。 

 

Ⅰ はじめに 

 青森県において採取されたカシノナガキクイムシ（以下、カシナガ）の飼育試験と被害材

を用いた越冬耐性試験の結果から、青森県産のカシナガが 1 年 1 化で生活環を全うできる温

度条件は発育零点 11.5℃、有効積算温量 1175 日℃であり（伊藤 a, 2024）、越冬可能な気温

条件は冬季期間（前年 12 月 16 日～当年 3 月 15 日まで）の日平均気温 0℃以下の日数が 55

日未満であった（伊藤 b, 2024）。本報告では、ナラ枯れ被害の継続的な発生の危険性を判断

するための指標とすることを目的として、これらの温度条件に基づくナラ枯れ被害ハザード

マップを作成した。 

 

Ⅱ 材料と方法 

 

1. 気温条件と対象期間 

 ハザードマップには青森県産のカシナガが 1 年 1 化で生活環を全うできる温度条件（伊藤

a, 2024）（以下、生活環温度条件）及び越冬可能な気温条件（伊藤 b, 2024）（以下、越冬耐

性条件）を用いた。対象期間は青森県で継続的なナラ枯れ被害が発生した前年の 2015 年 7 月

1 日～2023 年 6 月 30 日までの 8 年間とした。これは、2016 年の被害を発生させたカシナガ

が 2015 年に産卵された個体と考えられるためである。生活環温度条件については前年 7 月 1

日～当年 6 月 30 日までの 1 年間の気温を対象とした。また、越冬耐性条件は前年 12 月 16 日

～当年 3 月 15 日までの約 90 日間の気温を対象とした。 

 

2．危険地域の抽出 

ハザードマップの危険地域は生活環温度条件及び越冬耐性条件に基づき抽出した。生活環温度

条件では、発育零点 11.5℃、有効積算温量 1175 日℃の条件を 1 年間で到達できるかを、越冬

耐性条件では冬季期間の日平均気温 0℃以下の日が 55 日以上となるかを条件達成の判定基準

とした。対象とした 8 年間において、条件が達成された年数を算出し、その年数によって、

危険度を 4 段階に区分した。生活環温度条件では、条件を達成した年数が 7～8 年を「非常に高

い」、5～6 年を「高い」、3～4 年を「やや高い」、1～2 年を「中」とし、越冬耐性条件では 0 年を

「非常に高い」、1～2 年を「高い」、3～4 年を「やや高い」、5～6 年を「中」とした。また、両条



件の達成年数を組み合わせて、両条件を統合した危険度を作成した。統合は、越冬耐性条件を基

準として、越冬できる可能性が高い地域で生活環を全うできる温量の地域の危険度を最も高く設

定した。統合した危険度は 6 段階に区分しており、越冬耐性条件の達成が 0 年かつ生活環温度条

件の達成が 7～8 年を「極めて高い」、越冬耐性条件の達成が 0 年かつ生活環温度条件の達成が 1

～6 年または越冬耐性条件の達成が 1～2年かつ生活環温度条件の達成が 7～8 年を「非常に高い」、

越冬耐性条件の達成が 0 年かつ生活環温度条件の達成が 0 年または越冬耐性条件の達成が 1～2

年かつ生活環温度条件の達成が 1～6 年もしくは越冬耐性条件の達成が 3～4 年かつ生活環温度条

件の達成が 7～8 年を「とても高い」、越冬耐性条件の達成が 1～2 年かつ生活環温度条件の達成

が 0 年または越冬耐性条件の達成が 3～4 年かつ生活環温度条件の達成が 1～6 年もしくは越冬耐

性条件の達成が 5～6 年かつ生活環温度条件の達成が 7～8 年を「高い」、越冬耐性条件の達成が 3

～4 年かつ生活環温度条件の達成が 0年または越冬耐性条件の達成が 5～6年かつ生活環温度条件

の達成が 1～6 年もしくは越冬耐性条件の達成が 7～8 年かつ生活環温度条件の達成が 7～8 年を

「やや高い」、越冬耐性条件の達成が 5～6 年かつ生活環温度条件の達成が 0 年または越冬耐性条

件の達成が 7～8 年かつ生活環温度条件の達成が 1～6 年を「中」とした。なお、各条件の達成の

判定は基準地域メッシュ（第３次地域区画）ごとに行った。また、温度データは農研機構メ

ッ シ ュ 農 業 気 象 デ ー タ （ The Agro-Meteorological Grid Square Data, NARO, 

https://amu.rd.naro.go.jp/）（大野ら 2016）及びそのマニュアル（小南ら 2019）を利用し

た。 

 

Ⅲ 結果 

 

1．生活環温度条件に基づくハザードマップ  

 生活環温度条件に基づくハザードマップを図 1 に示す。危険度が「非常に高い」と区分された

地域は「深浦町からつがる市にかけての日本海沿岸部」、「津軽平野の大部分」、「青森平野」及び

「八戸平野及び馬淵川沿い」の 4 地域であった。また、「高い」と区分されたのは、「非常に高い」

と区分された地域の周辺、「平内町の小湊川河口部から盛田川沿い」及び「上北地域南東部」であ

った。「やや高い」と区分されたのは、前 2 区分の周辺地域に加えて、「田名部平野」であり、「中」

と区分されたのは前 3 区分の周辺地域に加えて、「下北半島南部」であった。 

 

2．越冬耐性条件に基づくハザードマップ 

越冬耐性条件に基づくハザードマップを図 2 に示す。危険度が「非常に高い」と区分された地

域は「日本海沿岸部全域及び津軽平野のつがる市域」、「夏泊半島」、「陸奥湾東部（野辺地湾）沿

岸部」、「津軽海峡沿岸部」、「太平洋沿岸部全域」及び「鷹架沼及び尾駮沼周辺の低地」の 6 地域

であった。また、「高い」と区分されたのは、「非常に高い」と区分された地域の周辺と「青森平

野」であった。「やや高い」と区分されたのは、前 2 区分の周辺地域であり、「中」と区分された

のは前 3 区分の周辺地域であった。 

 

3．生活環温度条件及び越冬耐性条件に基づくハザードマップ 

生活環温度条件及び越冬耐性条件に基づくハザードマップを図 3 に示す。危険度が「極めて高

い」と区分された地域は「深浦町からつがる市にかけての日本海沿岸部及び津軽平野のつがる市

域」及び「八戸平野」の 2 地域であった。危険度が「非常に高い」と区分された地域は「極めて



高い」と区分された地域の周辺と「五所川原市、鶴田町、弘前市北部及び中部にかけての津軽平

野」、「つがる市北部から竜飛崎にかけての日本海沿岸部」、「青森平野」、「夏泊半島」、「陸奥湾東

部（野辺地湾）沿岸部」、「津軽海峡沿岸部」、「八戸平野を除く太平洋沿岸部全域」及び「鷹架沼

及び尾駮沼周辺の低地」の 8 地域であった。また、「とても高い」と区分されたのは、前 2 区分の

周辺地域であり、「高い」、「やや高い」、「中」と区分された地域も、その周辺にそれぞれ隣接する

地域であった。 

 
図 1 生活環温度条件に基づくナラ枯れ被害ハ

ザードマップ 

 
図 2 越冬耐性条件に基づくナラ枯れ被害ハザ

ードマップ 

 
図 3 生活環温度条件及び越冬耐性条件に基づくナラ枯れ被害ハザードマップ（統合版ハザード

マップ） 



 

Ⅳ 考察 

 本研究の結果、生活環温度条件では、「深浦町からつがる市にかけての日本海沿岸部」、「津軽平

野の大部分」、「青森平野」及び「八戸平野及び馬淵川沿い」の 4 地域で危険度が「非常に高い」

となり（図 1）、越冬耐性条件では「日本海沿岸部全域及び津軽平野のつがる市域」、「夏泊半島」、

「陸奥湾東部（野辺地湾）沿岸部」、「津軽海峡沿岸部」、「太平洋沿岸部全域」及び「鷹架沼及び

尾駮沼周辺の低地」の 6 地域で危険度が「非常に高い」となった（図 2）。また、統合した条件で

は、「極めて高い」及び「非常に高い」として、前 2 条件で「非常に高い」となった地域が抽出さ

れた（図 3）。統合した条件による区分は越冬できる可能性が高い地域で生活環を全うできる温量

の地域の危険度を最も高く設定している。したがって、図 3 に示した危険度はカシナガの生活環

が越冬の失敗によって途切れる可能性が低く、温量不足による次世代生産数減少の影響もないも

のと思われる。このことから、これらの地域ではカシナガ定着の可能性が極めて高く、被害発生

時には継続的なものとなる危険性が非常に高いと推察される。 

現在、継続的なナラ枯れ被害が発生し、その被害量が増加している地域は統合した条件で「極

めて高い」や「非常に高い」に区分されている。そのため、今後、同区分の未被害地でナラ枯れ

被害が発生した場合も、同様の被害動態となる危険性が高い。一方で、中南地域南西部では、2020

年以降、継続的にナラ枯れ被害が発生しているものの、日本海沿岸部に比べて、被害量の増減は

小さい。この地域は、統合版ハザードマップでは危険度が「中」となっていることから、越冬困

難または温量不足の可能性がある。このことから、この地域はカシナガの生息には不適であり、

カシナガの次世代数が少ない可能性がある。そのため、被害が継続しているものの、被害量の著

しい増加が発生していないのかもしれない。このことは、同様の区分となる未被害地においても、

同様の被害推移を示す可能性を示唆している。以上のことから、このハザードマップにおける危

険度は、本県における継続的なナラ枯れ被害の動態に適合している可能性が高いと考えられ、ナ

ラ枯れ被害対策への活用が期待される。 
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